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国
調
人
ロ
は

6
、
3
8
4
人

　
昭
和
六
－
r
年
十
月
一
日
を
基
準
日

に
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
の
結
果
（
一
部
）
が
総
務
庁
よ

り
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
．

構造乱人年齢別表1

（昭和60年）

本
町
の
総
人
口
は
、

　
男
　
三
、
〇
七
〇
人

　
女
三
、
＝
二
四
人

総
数
　
六
、
三
八
四
人

世
帯
数
一
、
七
六
三
世
帯

二二釜i二二’

（男）
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昭和

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
数
は
、
前
回
（
昭
和
五
十
五
年
）

に
比
べ
二
百
十
七
人
、
三
二
二
智
の

減
少
と
な
り
、
昭
和
五
十
五
年
の
人

口
増
減
マ
イ
ナ
ス
三
警
を
更
に
○
・

三
郭
上
回
っ
て
い
ま
す
。
（
表
二
）

　
男
女
別
に
見
る
と
、
女
九
十
一
人

の
減
少
に
対
し
、
男
百
二
十
六
人
と

三
十
五
名
上
回
っ
て
お
り
、
更
に
男

女
の
比
率
の
較
差
が
広
が
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
年
齢
別
に
見
る
と
、
老
齢
人
口
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表2

60年10月1日　　　旨　　　55年10月1日　　　　　　　1

女 男　　i 総　数；　女　　旨　男　　…総　数

3，314

i一2．7）

3，070

i一3．9）

6，384　　　　　・
i一3．3）、3，405 奄R・19616・601

（）は対前回比

（
六
十
五
歳
以
上
）
が
r
百
二
十
五

人
と
全
体
の
一
七
・
六
誉
を
占
め
、

県
下
で
も
六
番
目
の
数
値
と
な
っ
て

お
り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
県

下
全
市
町
村
と
も
構
成
比
が
高
く
な

っ
て
お
り
、
県
全
体
と
し
て
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
年
少
人
口
（
○
～
十
四
歳
）
は
七

・
二
上
、
生
産
年
齢
人
口
（
十
五
～

六
十
四
歳
）
は
四
・
二
智
と
、
そ
れ

ぞ
れ
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
三
）
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表3

老　年　　人　　口　1　（65歳以上）　！

生産年齢人口　　年　少　人　口
@（15～64歳）　　　　　　　　（O　～14歳）

60年　　55年 60年　　55年　．60年　　55年

1，125　　1，068

i＋5．3％）　，　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　人R，995　　…　4，171　　　　1，264　　　　1，362

i一4．2％）　1　　　　　　　　　　3（一7．2％）　i　　　　　　　　I
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昭
和
六
十
一
年
度
の
町
政
懇
談
会

が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
．

開
催
時
間
は
、
全
地
区
と
も
午
後
一

時
三
十
分
野
ら
で
す
。

0
7
月
1
9
日

0
7
月
2
1
日

0
7
月
2
9
日

0
8
月
－
日

0
8
月
1
8
日

0
8
月
1
9
日

0
8
月
2
0
日

0
8
月
2
2
日

0
8
月
2
5
日

0
9
月
2
日

0
9
月
3
日

0
9
月
5
日

二
瀬
公
民
館

奇
想
安
保
園

八
重
原
公
民
館

迫
野
内
公
民
館

坪
谷
公
民
館

下
渡
川
公
民
館

田
野
公
民
館

仲
深
公
民
館

越
表
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

鶴
野
内
公
民
館

羽
坂
公
民
館

小
野
田
公
民
館

牧
心
血
・
冠
月
館

と
も
に
団
体
優
勝

　
七
月
十
三
日
行
わ
れ
た
剣
道
大
会

に
お
い
て
、
本
町
か
ら
参
加
し
た
、

牧
心
館
・
冠
月
館
道
場
が
、
団
体
A

・
B
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
個
人
の
部
で
も
、
三
浦
康

信
君
（
牧
心
館
一
小
三
年
）
、
池
田
洋

寿
君
（
冠
月
館
一
小
五
年
）
、
小
林
雅

、
つ

こ“、
つ

と一町3’昭和61年8月．号

融
ん
亀
で
“
喬
5
お
齢
し
”

★
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
を
設
立
★

　
今
、
各
地
域
で
創
意
と
工
夫
を
こ

ら
し
た
“
む
ら
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く

り
”
が
叫
ば
れ
、
特
産
品
づ
く
り
、

観
光
開
発
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
地
域
の
売
り
出
し
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
本
町
も
、
牧
水
庵
を
中
心
に
特
産

品
の
販
売
や
青
空
市
場
な
ど
町
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
他
町

村
に
比
べ
や
や
遅
れ
を
と
っ
て
い
る

感
が
し
ま
す
一

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
ア
イ

デ
ィ
ア
と
や
る
気
で
あ
り
ま
す
。
東

　
四
月
の
開
館
以
来
六
月
で
五
千
人

く
の
入
場
者
を
数
え
た
牧
水
庵

郷
町
を
豊
か
な
住
み
よ
い
町
・
魅
力

あ
る
町
に
す
る
に
は
町
民
一
人
ひ
と

り
が
主
役
で
す
。

　
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
で
実
行
す
る
と
い
う
考
え
か
ら

町
内
の
農
協
、
森
林
組
合
、
商
工
会

等
の
経
済
団
体
、
生
産
者
、
商
工
業

者
、
老
人
、
婦
人
、
青
年
な
ど
の
民

主
団
体
と
行
政
が
「
緒
に
な
っ
て
、

「
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
農

林
産
物
、
商
工
業
、
工
芸
品
等
の
地

場
産
品
の
開
発
、
観
光
開
発
な
ど
町

民
総
ぐ
る
み
で
む
ら
お
こ
し
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
ど
し

ど
し
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
協
議
会
の
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
事
務
局
は
役
場
企
画
財
政
課

で
す
。
）

〈
会
　
長
V
木
村
映
一
（
助
役
）

〈
副
会
長
V
那
須
熊
雄
（
生
産
者
）

〈
　
〃
　
V
岩
見
春
治
（
商
工
会
）

〈
幹
　
事
v

　
黒
木
満
誉
（
農
協
）
　
岩
本
義
信

（
森
林
組
合
）
　
長
渡
錬
輔
（
商
工

会
）
　
塩
月
東
（
生
産
者
）
　
小
川

澄
雄
（
商
工
会
）
　
水
野
要
子
（
加

工
）
手
原
正
義
（
役
場
企
画
財
政
課
）

山
本
一
正
（
役
場
農
林
課
）
　
小
林

錬
一
（
役
場
住
民
課
）

〈
監
　
事
V

　
海
野
千
代
麿
（
区
長
）
　
川
原
塩

江
（
婦
協
）

〈
顧
　
問
〉

　
高
森
文
夫
（
町
長
）
　
佐
藤
利
男

（
農
協
長
）
　
中
田
曲
論
（
森
林
組
合

長
）
　
田
原
玄
房
（
商
工
会
長
）

〈
委
　
員
〉

　
伊
東
尚
・
海
野
光
威
・
浜
辺
憲
太

郎
・
佐
藤
芳
雄
一
以
上
生
産
者
、
大

野
富
久
美
・
田
中
ユ
ミ
子
・
白
川
志

美
子
・
長
友
弘
幸
1
1
以
上
加
工
グ
ル

ー
プ
、
古
同
尾
浩
二
（
S
A
P
）
　
田

原
一
義
（
林
研
）
　
海
野
憲
明
（
町

青
協
）
　
寺
原
和
正
（
教
委
）

三
浦
治
郎
吉
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

」LL＿」L．」L＿」L＿ILL
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本
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

と
し
て
実
施
し
た
寺
迫
区
庭
田
地
区

の
運
動
広
場
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
地
域
活
動
の
盛
ん
な
公
民
館
等

が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
対
し

て
自
治
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の

】
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
寺
迫
公
民
館
は
産
業
、
体
育
な
ど

活
動
の
盛
ん
な
公
民
館
で
、
こ
の
運

動
広
場
も
用
地
取
得
、
造
成
を
地
区

民
の
手
で
行
っ
て
い
た
も
の
を
こ
の

事
業
に
の
せ
て
便
所
、
休
憩
所
、
排

水
工
事
、
取
付
道
舗
装
等
を
二
百
万

円
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
運
動
広
場
を
活
用
し
て

連
帯
感
を
高
め
、
地
域
活
動
の
ま
す

ま
す
の
盛
り
上
り
を
期
待
し
ま
す
。

（
こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

　
せ
け
企
画
財
政
課
企
画
係
へ
）

典
君
（
冠
月
館
一
中
二
年
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　
団
体
優
勝
し
た
牧
心
館
、
冠
月
館

は
、
八
月
に
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
県
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
県
大
会
で
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

気
麿

焦＜
冠
月
館

レ
下
心
館
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早
期
水
稲
…
－
収
穫
は
出
穂
三
三
〇
日
目
が
目
安

普
通
期
水
稲
…
－
病
害
虫
防
除
等
管
理
作
業
の
月

一、

絈
n

　
見
－
期
水
稲
は
、
い
よ
い
よ
収
穫
期

を
迎
え
ま
し
た
．
収
穫
一
週
間
前
に

は
落
水
し
て
周
囲
に
排
水
溝
を
つ
く

り
、
コ
ン
バ
イ
ン
・
バ
イ
ン
ダ
ー
の

収
穫
作
業
が
や
り
易
い
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

　
早
期
水
稲
の
収
穫
は
、
出
穂
後
配

卜
日
目
が
一
応
の
目
安
と
な
り
ま
す

が
、
全
糧
の
八
○
∵
が
黄
化
し
た
と

き
、
ま
た
は
穂
軸
が
三
分
の
二
程
度

黄
化
し
た
頃
が
収
穫
適
期
で
す
。

　
高
温
で
成
熟
す
る
早
期
水
稲
の
場

合
、
刈
り
遅
れ
は
脱
粒
・
胴
割
米
等

の
発
生
で
減
収
と
な
り
、
光
沢
も
悪

く
品
質
が
低
下
し
ま
す
．

　
収
穫
後
の
乾
燥
方
法
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
早
期
水
稲

の
場
合
は
収
穫
時
の
天
候
が
悪
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
架
け
上
し
が
理
想

的
で
す
、

　
地
干
し
を
行
う
場
合
は
、
高
温
で

日
ざ
し
が
強
い
の
で
早
期
刈
り
を
行

い
、
半
日
～
一
日
程
度
干
し
て
途
中

一
度
反
転
し
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ン
バ
イ
ン
刈
の
場
合
、
早
期
水

稲
は
一
般
に
高
水
分
の
籾
が
多
い
の

で
回
転
数
は
低
め
で
露
が
消
え
て
か

ら
刈
り
取
る
こ
と
、
ま
た
長
時
間
籾

袋
を
ほ
場
に
放
置
し
て
お
く
と
、
ム

レ
米
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

二
、
脱
穀
・
乾
燥
調
整

　
脱
穀
機
の
回
転
数
は
四
丘
○
～
五

〇
C
回
転
に
落
し
て
、
胴
割
米
が
出

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

　
乾
燥
調
整
で
は
、
胴
割
米
の
発
生

と
過
乾
燥
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

胴
割
米
の
発
生
は
、

①
立
毛
中
、
ま
た
は
地
曳
で
の
発
生

②
急
激
な
吸
湿
（
乾
い
た
籾
が
急
激

　
な
吸
湿
を
し
た
場
合
）

③
乾
燥
速
度
が
早
す
ぎ
る
（
籾
水
分

　
が
二
五
官
の
場
合
、
　
一
時
間
当
り

　
○
・
八
単
位
の
水
分
が
除
か
れ
る

　
急
激
な
乾
燥
は
、
新
米
の
香
り
と

　
味
を
な
く
す
。
）

が
主
な
原
因
で
す
。

　
水
分
は
米
の
生
命
で
す
。
適
正
水

分
は
一
四
～
「
五
鄭
で
す
。
過
乾
燥

は
、
食
味
が
落
ち
品
質
が
極
端
に
悪

く
な
り
ま
す
の
で
、
乾
燥
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

↓
、
乾
燥
を
行
う
と
き
の
注
意

　
①
作
業
場
内
の
換
気
が
悪
い
と
乾

　
燥
能
力
が
低
下
す
る
の
で
、
通
風

　
を
よ
く
し
て
お
く
。

　
②
仕
上
り
予
定
の
一
時
間
前
後
に

　
水
分
を
測
り
、
過
乾
燥
米
や
水
分

　
過
多
の
米
に
な
ら
な
い
よ
う
、
タ

　
イ
マ
ー
の
再
調
整
を
す
る
。

　
③
籾
に
ワ
う
く
ず
が
多
く
ま
じ
つ

　
て
い
る
と
、
循
環
が
悪
く
な
り
、

　
乾
燥
ム
ラ
や
胴
割
米
な
ど
品
質
を

　
悪
く
す
る
の
で
、
選
別
し
て
お
く

　
こ
と
。

0
、
静
置
式
乾
燥
機
の
取
り
扱
い

　
①
箱
型
乾
燥
機
の
堆
積
高
さ
は
、

　
三
〇
㎝
程
度
に
す
る
。

　
②
水
分
一
八
智
前
後
ま
で
は
通
風

　
乾
燥
と
し
、
一
八
智
か
ら
加
温
す

　
る
。
加
温
す
る
場
合
は
、
ス
ノ
コ

　
下
温
度
は
外
気
温
プ
ラ
ス
五
度
C

　
（
最
高
四
〇
度
C
）
を
限
界
と
す

　
る
。

　
③
通
風
量
は
、
ノ
ー
ト
位
の
紙
が

　
籾
上
二
～
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
浮
く

　
程
度
あ
れ
ば
よ
い
。

　
④
一
時
間
当
り
の
乾
燥
は
、
○
・

　
朝
明
を
目
安
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
、

　
取
り
出
し
一
時
間
位
前
に
水
分
測

　
定
を
し
て
、
一
五
・
五
讐
程
度
で

　
停
止
す
る
（
通
風
停
止
後
、
余
熱

　
に
よ
る
乾
燥
は
、
余
熱
の
あ
る
う

　
ち
に
袋
詰
め
し
た
場
合
、
大
体
○

　
・
丘
努
程
度
乾
燥
す
る
）
。

三
、
循
環
式
乾
燥
機
の
取
り
扱
い

　
①
テ
ン
パ
リ
ン
グ
方
式
は
、
タ
ン

　
ク
容
量
に
比
べ
て
投
入
旦
里
が
少
い

　
と
循
環
が
早
ま
り
、
胴
割
米
が
出

　
易
い
の
で
注
意
す
る
。

　
②
通
風
温
度
は
、
一
般
的
に
は
、

　
当
吊
温
プ
ラ
ス
一
（
）
～
一
五
度
C

　
（
送
風
路
内
で
最
高
五
〇
度
C
）

　
で
行
う
。

用
便
・
。こ

ぐO

．
鴨

ぜ

③
乾
燥
後
直
ち
に
籾
す
り
す
る
と

肌
ず
れ
が
多
く
な
る
の
で
、
一
旦

放
冷
し
て
か
ら
籾
す
り
を
行
う
こ

と
、
〕④

一
時
聞
当
り
の
乾
燥
は
、
●
・

八
ぞ
を
目
安
と
し
、
　
一
循
環
の
終

り
目
頃
に
水
分
を
測
り
、
一
五
蝦
二

程
度
で
通
風
を
停
止
す
る
。

火炉を使用するときの送風程度の目安

考備送風温度件条

常温一5℃以内〔風置月静置式では最

　　　　　　　　…高40℃まで

〃　10℃FF

・・　15℃・　　　　循環式では最

　　　　　　　　E高50℃まで

晴天で湿度の
低い時

曇天のとき

雨天で湿度の
高い時

、
つ

こ“、
つ

と報町（5｝昭和61年8月号

（コ
K
ネ
ニ
シ
キ
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
）

　
六
月
上
旬
ま
で
に
田
植
さ
れ
た
普

通
期
水
稲
は
、
七
月
二
十
五
日
頃
に

は
穂
肥
も
終
り
、
八
月
上
旬
に
は
幼

穂
の
伸
長
期
に
入
り
、
八
月
十
四
～

十
五
日
頃
に
は
出
穂
が
始
ま
り
ま
す
。

八
月
間
、
普
通
期
水
稲
に
と
っ
て
は
、

病
害
虫
防
除
等
収
量
に
直
接
影
響
あ

る
管
理
作
業
の
月
と
な
り
ま
す
。

一、

纔
M

　
穂
揃
期
に
、
葉
色
が
極
端
に
悪
か

っ
た
り
、
葦
牙
が
十
分
に
や
れ
な
か

っ
た
場
合
や
秋
落
水
田
等
で
は
、
出

穂
後
の
登
熟
を
良
く
し
粒
張
り
を
良

く
す
る
た
め
に
、
実
証
を
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
実
肥
は
、
穂
揃
期
に
硫
安
で
五
㎏

か
、
B
B
追
肥
一
号
で
五
・
五
㎏
程

度
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時
期

の
追
肥
は
、
倒
伏
に
は
ほ
と
ん
ど
影

響
が
な
く
、
ま
た
宝
飯
の
や
り
過
ぎ

は
、
逆
に
登
熟
が
長
び
き
登
熟
不
良

と
な
る
の
で
、
時
期
と
量
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
水
管
理

　
幼
穂
の
成
長
期
か
ら
出
穂
ま
で
は
、

間
断
か
ん
水
を
し
ま
す
。
出
穂
開
花

期
に
は
、
花
水
と
言
っ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
期
間
は
水
を
切
ら
さ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
開
花
が
終
っ
た
ら
、
ま
た
三
日
水

を
た
め
て
一
日
落
と
す
と
い
う
よ
う

に
間
断
か
ん
水
を
し
て
、
根
に
新
鮮

な
空
気
を
供
給
し
て
や
る
こ
と
が
、

根
の
老
化
を
防
ぎ
正
常
に
登
熟
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
間
断
か

ん
水
の
励
行
を
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
八
月
の
病
害
虫
防
除

　
今
年
は
六
月
～
七
月
に
か
け
て
天

候
に
恵
ま
れ
て
、
水
稲
の
生
育
は
旺

盛
で
、
分
け
つ
も
多
い
よ
う
で
す
。

特
に
病
害
で
は
、
葉
い
も
ち
病
は
、

や
や
少
な
く
、
も
ん
が
れ
病
の
発
生

は
多
い
よ
う
で
す
。

の
、
若
い
も
ち
病

　
意
い
も
ち
病
は
、
三
〇
度
C
を
越

す
天
候
が
続
く
と
、
病
原
菌
が
活
動

を
停
止
し
て
休
眠
状
態
と
な
り
ま
す

が
、
下
葉
の
涼
し
い
所
で
は
、
菌
の

活
動
は
続
け
て
お
り
、
出
穂
期
の
八

月
中
～
下
旬
に
は
、
夜
間
涼
し
い
時

間
に
胞
子
を
飛
ば
し
て
、
穂
い
も
ち

・
枝
梗
い
も
ち
病
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
能
い
も
ち
病
の
防
除
は
、
早
期
水

稲
と
同
様
に
、
下
葉
の
了
い
も
ち
病

斑
に
直
接
農
薬
を
か
け
て
、
い
も
ち

病
の
胞
子
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
農
薬
は
、
ヵ
ス
ラ
ブ

サ
イ
ド
バ
リ
ダ
シ
ン
粉
剤
四
話
か
、

カ
ス
ラ
ブ
サ
イ
ド
水
和
剤
一
C
C
C
倍
と

バ
リ
ダ
シ
ン
六
Q
C
倍
を
混
ぜ
て
、
一
〇
ア

ー
ル
当
り
二
（
）
C
ぞ
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
枝
梗
い
も
ち
病
の
防
除
は
、
穂
揃

期
に
穂
全
体
に
か
か
る
よ
う
に
し
て

飛
来
し
て
き
た
い
も
ち
病
胞
子
を
殺

し
た
り
、
侵
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
農
薬
は
カ
メ
ム
シ
と
の
同
時
防

除
剤
と
し
て
、
ヒ
ノ
バ
イ
マ
ク
粉
剤

四
七
か
、
ヒ
ノ
バ
イ
ジ
ッ
ト
乳
剤
六

〇
〇
倍
液
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
〇

〇
尼
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

口
、
穂
枯
症

　
東
郷
町
や
入
王
地
帯
で
、
今
、
問

題
に
な
っ
て
い
る
病
気
に
、
穂
枯
症

（
ま
た
は
病
）
と
言
っ
て
、
出
穂
し

て
三
〇
日
頃
か
ら
急
に
色
ず
い
て
、

や
せ
た
小
粒
の
玄
米
し
か
取
れ
な
い

病
気
が
あ
り
ま
す
。
症
状
は
堅
い
も

ち
、
枝
憎
い
も
ち
病
の
様
に
し
て
、

穂
首
、
ま
た
は
枝
梗
が
褐
漏
し
て
い

も
ち
病
と
間
違
い
や
す
い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
、
ご
ま
葉
枯
病
菌
や
、
条

葉
病
菌
、
時
に
は
、
い
も
ち
病
菌
も
同

時
に
混
じ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
穂
枯
症
の
防
除
は
、

乳
熟
期
に
ヒ
ノ
ザ
ン
剤
、
ラ
ブ
サ
イ

ド
剤
で
の
効
果
が
高
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

の
、
も
ん
が
れ
病

　
も
ん
が
れ
病
は
、
気
温
三
〇
度
C

以
上
で
、
湿
潤
な
条
件
の
も
と
で
活

性
化
し
ま
す
。
今
年
は
水
稲
の
作
柄

も
良
好
で
、
雨
も
少
な
く
気
温
も
平

年
に
比
べ
て
高
、
い
よ
う
で
す
の
で
、

も
ん
が
れ
病
の
多
発
の
年
と
な
り
そ

う
で
す
。

　
も
ん
が
れ
病
の
防
除
は
、
幼
穂
形

成
期
と
出
穂
一
週
間
前
の
、
二
回
防

除
が
効
果
が
高
く
、
特
に
八
月
上
旬

～
中
旬
の
防
除
は
、
絶
対
か
か
せ
ま

せ
ん
の
で
、
病
斑
の
あ
る
葉
鞘
に
か

か
る
よ
う
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。
農

薬
は
、
里
い
も
ち
病
防
除
で
述
べ
た

と
お
り
で
す
。

圃
、
夏
ウ
ン
カ
（
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
）

　
六
月
十
六
～
十
八
日
に
か
け
て
の

飛
来
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
七
月

に
入
っ
て
か
ら
の
飛
来
（
七
月
十
日

現
在
）
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
梅
雨
前

線
の
北
上
に
伴
っ
て
飛
来
が
毎
年
あ

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
普
通
期
水
稲
に
、
現
在
「
株
当
り

二
～
三
頭
の
成
虫
が
い
ま
す
。
ま
た
、

若
鷺
の
幼
虫
も
一
部
の
水
田
で
は
見

ら
れ
ま
す
が
、
七
月
下
旬
～
八
月
上

旬
に
、
幼
虫
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
頃
が
夏
ウ
ン
カ
の
防

除
適
期
で
す
。
農
薬
は
ア
ル
フ
エ
ー

ト
粒
剤
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
茎
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

㈲
、
秋
ウ
ン
カ
（
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
）

　
夏
ウ
ン
カ
と
同
時
に
飛
来
し
て
き

ま
す
が
、
七
月
十
日
時
点
で
は
、
飛

来
量
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
七
月

末
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
、
短
翅

型
♀
を
主
と
し
た
成
虫
が
発

生
し
、
そ
の
後
の
増
殖
源
と
な
り
ま

す
。　

八
月
十
日
頃
に
一
株
に
二
～
三
頭

の
短
翅
型
♀
成
虫
が
い
る
と
、
か
な

ら
ず
坪
枯
れ
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
八
月
十
日
頃
が
防

除
時
期
と
な
り
ま
す
。
こ
の
秋
ウ
ン

カ
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
坪
枯
れ
が

発
生
し
て
初
め
て
気
が
付
く
の
が
多

い
よ
う
で
す
。
八
月
上
旬
に
は
、
水

田
の
中
央
部
に
入
っ
て
、
ウ
ン
カ
の

発
生
状
況
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
秋
ウ
ン
カ
類
は
、
稲
の
葉
色
が
濃

く
、
作
柄
の
良
い
稲
（
過
繁
茂
し
た

水
稲
）
に
発
生
が
多
く
、
ま
た
、
水

田
の
中
央
部
に
最
初
は
発
生
し
て
、

次
第
に
周
囲
に
広
が
り
ま
す
の
で
、

水
田
の
中
央
部
の
調
査
が
必
要
で
す
。

防
除
は
夏
ウ
ン
カ
と
同
じ
で
す
。

因
、
コ
プ
ノ
メ
イ
ガ
（
葉
巻
虫
）

　
七
月
十
日
時
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど

見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夏
ウ
ン
カ
、
秋
ウ
ン
カ
と
同
様
に
梅

雨
前
線
と
と
も
に
北
上
し
て
き
ま
す

の
で
、
今
後
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
毎
年
八
月
十
日
頃
が
成
虫
の
発
生

時
期
で
す
の
で
、
こ
の
成
虫
の
発
蛾

最
盛
期
に
防
除
す
る
か
、
次
世
代
幼

虫
の
ふ
化
期
に
防
除
す
る
こ
と
が
被

害
を
最
少
限
に
止
め
る
方
法
で
す
。

　
東
郷
町
に
お
い
て
は
、
養
蚕
が
あ

り
ま
す
の
で
、
養
蚕
に
影
響
の
少
な

い
ア
ル
フ
エ
ー
ト
粒
剤
を
幼
虫
ふ
化

期
に
「
○
ア
ー
ル
当
り
四
㎏
、
浅
水

に
し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。



，
b

巨’｛干H61　f手モ8H～ナ
・
つご、

つ
と報田丁

影
蒲
野
鶴
熱
熱
撃
皿
一
続

　
こ
の
制
度
は
、
勤
労
者
の
持
家
取

得
を
手
助
け
す
る
た
め
、
昭
和
四
十

托
年
度
か
ら
県
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す

▽
融
資
条
件

　
↓
融
資
限
度
額
　
三
百
万
円

　
「
．
融
資
期
間
　
、
二
十
年
以
内

　
．
一
環
昏
鉄
利
率
　
　
　
年
」
ハ
・
　
一
“
．
．

　
脚
償
還
方
法
　
　
原
則
と
し
て
元

　
　
　
　
　
　
利
均
等
月
賦
払
い

▽
融
資
対
象
者

　
住
宅
金
融
公
庫
・
年
金
福
祉
事
業

団
融
資
・
公
務
員
等
共
済
組
合
融
資

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
融
資
を
受
け

　
は
受
付
が
締
め
き
ら
れ
ま
す
．
ご

▽
問
い
合
わ
せ

　
O
宮
崎
県
労
政
課

　
費
（
一
几
・
へ
君
二
四
　
一
一
一
一

　
〇
各
取
扱
金
融
機
関
　
本
・
支
店

て
専
用
住
宅
を
新
築
（
新
築
住
宅
の

購
入
を
含
む
）
さ
れ
る
方
で
、
次
の

各
号
の
全
て
に
該
当
す
る
方
．
．
　
（
な

お
、
宮
崎
県
地
．
域
特
別
分
譲
住
宅
を

購
入
さ
れ
る
方
は
、
こ
の
制
度
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
．
）

一
　
県
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
同

　
居
家
族
を
有
し
、
自
己
所
有
の
住

　
宅
を
有
し
て
い
な
い
者
．

口
　
世
帯
収
入
が
概
ね
七
百
万
円
以

　
下
で
、
申
込
者
の
年
収
が
世
帯
年

　
収
入
の
二
分
の
一
以
上
の
者
．
．

口
　
住
宅
の
総
床
面
積
が
百
ニ
レ
平

　
方
「
〔
老
人
若
し
く
は
心
身
障
害

　
者
又
は
本
人
を
含
め
六
人
以
上
の

　
親
族
が
同
居
す
る
場
合
は
百
四
卜

　
五
平
方
　
し
以
下
の
者
．
、

㈹
　
最
終
償
還
時
の
年
齢
が
七
十
歳

　
円
満
の
者
、
　
（
た
だ
し
、
承
継
償

　
還
が
で
き
る
場
合
は
融
資
で
き
ま

　
す
．
．
）

▽
取
扱
金
融
機
関

　
宮
崎
銀
行
・
宮
崎
相
互
銀
行
・
西

　
日
本
銀
行
・
宮
崎
県
労
働
金
庫

▽
融
資
申
込
の
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
昭

　
和
六
レ
職
質
三
月
ミ
レ
ー
日
（
た

　
だ
し
、
融
資
予
定
額
に
達
し
た
時

～
　
　
．
三
r
．
が
ご
ザ
．
ホ
．
’
、
「
、
ン
．

2、：〔．’
と

オ’

高
校
、
各
種
学
校

　
通
学
生
の
自
転
車

　
　
　
点
検
を
実
施

．
「

　
最
近
高
校
、
各
種
学
校
自
転
車
通

学
生
が
落
石
等
に
よ
る
転
倒
事
故
の

た
め
、
け
が
を
す
る
生
徒
が
続
出
し

ま
し
た
．
．
東
郷
町
高
校
各
種
学
校
生

父
母
の
会
と
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

＜
自
転
車
は
常
に
整
備
を

昌

，　　、」

れ
を
機
会
に
山
陰
地
区
一
二
名
の
自
転

車
店
の
協
力
を
受
け
、
切
通
峠
で
自

転
車
・
通
学
生
六
五
名
の
点
検
を
行
っ

た
結
果
、
・
王
と
し
て
二
・
三
年
生
の

中
で
ラ
イ
ト
、
ブ
レ
ー
キ
、
チ
ェ
ー

ン
、
タ
イ
ヤ
等
修
理
又
は
取
替
え
な

け
れ
ば
危
険
な
も
の
が
見
受
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
点
検
票
を
交
付
し
指
導
を

行
い
ま
し
た
．
．
父
母
の
会
で
は
今
後

芋
迫
地
区
に
お
い
て
も
、
点
検
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
．

一、

m
Z
、
各
種
学
校
生
父
母
の
会

地
区
別
懇
談
会
を
開
催

　
父
母
の
会
で
は
町
内
十
地
区
に
て

父
母
と
生
徒
の
合
同
懇
談
会
を
開
催

し
、
青
少
年
健
全
育
成
や
通
学
上
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
．
．　

そ
の
結
果
、

一、

ﾊ
学
途
中
の
交
通
事
故
防
止

　
特
に
砂
利
運
搬
中
の
落
石
防
止
の

　
要
請
等

］、

燗
ｹ
（
自
転
車
道
）
の
設
置

］、

O
灯
及
び
危
険
箇
所
に
ガ
ー
ド

　
レ
ー
ル
の
設
置

】、

o
ス
停
の
自
転
車
置
場
設
置

】、

�
s
防
止
の
た
め
の
社
会
環
境

　
浄
化

【、

ﾆ
庭
内
外
で
の
あ
い
さ
つ
奨
励

一、

e
子
の
対
話

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の

父
母
の
会
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
．

用
地
造
成
始
ま
る

一
国
産
材
供
給
施
設
一

　
昭
和
六
十
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
国
産
材
供
給
体
制
整
備
事
業
1
1
一
つ

い
て
、
昭
和
六
卜
一
年
度
の
造
成
が

七
月
か
ら
自
衛
隊
の
手
で
始
ま
り
ま

し
た
．
．

　
今
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
三
万

二
千
平
方
、
r
の
用
地
造
成
と
、
三
巴

五
百
八
十
四
平
方
．
「
の
作
業
用
建
物

一
棟
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

　
造
成
は
、
自
衛
隊
第
＝
＝
五
地
区

施
設
隊
に
よ
り
十
一
月
未
に
は
完
了

す
る
予
定
で
す
の
で
、
関
係
地
区
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

注
ﾟ

、
つ

こ’、
つ

と報田丁昭和61年8月号の

　野外活動では、おおよその目安をつけて

離をはかる時があります。例えば、目的員

見えた時、あとどのくらいかと判断するこ

も大切なテクニックの一つです。ここでに

簡単にできる距離のはかり方を覚えましょ

＿利用甲聯瀦勾

錺
計
ぬ

一＠θ＠⑱＠（z）一
　　　　　野外生活の知恵

　サバイバルλ門

議蛎1募ノ

　歩幅を利用してはか

る方法、歩測では2歩

を1歩と数え、これを
複号という、100mを自

然に歩いて何歩か覚え

ておくと便利だ、

＝
願

　目標を見て、おおよその距離を

測定する方法。練習を積むとより

正確にはかれるようになる，

（目標の見え方）

6km…大きな煙突が見える

2km…高い立ち木が見える

400m…人の頭や足の動きがわかる

300m…人の顔がわかる

loOm…目が点に見え表情がわかる

50m…口や目がはっきりわかる

）

お
も
ち
ゃ
花
火
も

　
　
　
原
料
は
火

　
∠

、

　
〆

」

紅
勇
、

気
霧1／

笥
志

距
離
を
は
か
る

　川幅など、歩測できない所をはかる方

法．帽子のつばの先を下げ、対岸の目標

A点に目でねらいをつける，そのまま90

度体をまわしてA点と同じに見えるB点

（陸地）を覚える．自分の位置のC点か

ら、B点までの距離をはかれば、川幅と

ほぼ同じになる、これはナポレオン法と

いう距離のはかり方で、皇帝ナポレオン

が砲兵士官だったころ、大砲を撃つとき

に考えた方法だそうだ，

’

％

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

　
冷
や
し
そ
う
め
ん
、
ス
イ
カ
、
風
鈴

…
…
、
夏
の
風
物
詩
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
庭
先
な
ど
で
興
じ
る
花

火
は
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の
も
の
。

　
し
か
し
、
小
さ
な
“
お
も
ち
ゃ
花

火
’
と
あ
な
ど
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

花
火
が
原
因
で
火
災
が
発
生
す
る
こ

と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
（
昭
和

五
十
九
年
の
調
査
で
は
四
百
三
十
八

件
）
、
ま
た
花
火
が
衣
服
に
引
火
す

る
と
思
わ
の
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　

　
飛
ん
だ
花
火
で
と
ん
だ
事
故
を
ひ

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ぜ
ひ
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
安
全
な
場
所
を
選
ぼ
う

　
周
囲
に
紙
く
ず
や
枯
れ
草
な
ど
の

燃
え
や
す
い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危

険
物
の
な
い
所
、
人
家
な
ど
の
建
物

薬

か
ら
離
れ
た
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

　
風
が
強
い
と
き
や
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う
。

●
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に

　
し
よ
う

　
子
供
た
ち
だ
け
で
花
火
を
し
て
い

た
た
め
に
、
適
切
な
処
置
が
と
れ
ず

に
火
事
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し

た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
書
き
を
よ
く
読
み
、
花
火
を

　
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
め
て
点

　
火
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う

●
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ょ

　
軸
つ

　
マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
が
ら
は
、

必
ず
バ
ケ
ツ
に
捨
て
て
、
完
全
に
消

す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
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・
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庸
劃

　
迫
野
内
区
は
ら
’
．
き
ょ
う
作
り
の

大
変
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
一
千
年
余

リ
前
よ
り
取
組
ん
で
い
ま
す
　
現
在

一
二
こ
．
1
1
の
世
帯
の
内
、
七
⊂
戸
か

ら
八
こ
．
［
近
く
の
家
が
、
多
．
か
れ
少

な
か
れ
こ
の
収
穫
に
活
躍
し
て
い
ま

す
．
．　

農
林
課
が
掌
握
し
て
い
る
作
付
世

帯
数
は
四
こ
戸
、
反
別
総
計
二
町
三

反
五
畝
で
一
．
［
平
均
約
五
畝
か
ら
六

畝
と
な
’
．
て
い
ま
す
．
一
作
付
反
別
の

多
い
人
で
二
反
作
口
付
一
人
、
　
一
反
以

上
作
付
六
人
で
そ
の
他
は
三
彩
、
五

畝
、
八
畝
内
外
の
反
別
と
な
っ
て
い

ま
す
｝

　
労
力
も
一
反
以
上
に
な
る
と
大
変

で
鍬
で
コ
ツ
コ
ツ
と
畝
を
作
っ
た
り
、

土
き
せ
を
し
た
り
、
施
肥
を
し
た
り

の
多
忙
さ
で
あ
り
ま
す
．
．
若
い
働
き

手
の
少
い
現
今
、
自
然
と
高
令
者
老

人
の
方
々
の
手
が
い
る
わ
け
で
す
。

　
迫
野
内
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
は
、

腰
の
痛
い
の
を
が
ま
ん
し
て
、
こ
の

ら
っ
き
ょ
う
作
り
に
懸
命
の
労
力
を

提
供
し
、
我
家
の
手
助
け
を
し
て
い

る
わ
け
で
す
、
．
迫
野
内
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
の
黒
木
芳
雄
さ
ん
は
、
自
分
か

ら
車
を
運
転
し
て
朝
五
時
頃
よ
り
、

ら
っ
き
ょ
う
、
エ
ン
ド
ウ
、
そ
の
他

野
菜
な
ど
を
日
向
市
内
の
市
場
に
出

す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
．
．

　
ら
っ
き
ょ
う
は
連
作
を
嫌
う
の
で

畑
作
よ
り
水
田
裏
作
〉
三
口
つ
た
具
合

で
、
工
夫
し
て
い
る
様
で
す
、
都
合

よ
く
稲
を
取
上
げ
た
秋
に
種
チ
を
植

え
て
、
翌
、
年
五
月
収
穫
で
す
．
迫
野

内
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ
植
付
反
別
は

多
い
と
は
．
一
、
弓
え
な
い
の
で
す
．
．

　
反
当
収
入
の
こ
と
に
つ
い
て
農
林

課
の
話
を
聞
い
て
見
る
と
、
キ
ロ
当

り
百
円
か
ら
百
二
十
円
が
現
在
の
価

格
、
勿
論
出
荷
当
初
は
百
五
十
円
以

上
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
出
荷
が

多
く
な
る
と
自
然
と
安
く
な
る
の
は

当
然
と
言
え
ま
し
ょ
う
．
．
こ
う
し
た

状
況
に
あ
っ
て
も
、
昨
年
は
年
間
収

入
五
十
万
円
以
上
を
得
た
人
が
数
人

は
い
た
様
な
話
し
も
聞
い
た
の
で
す
．
一

ピ
ー
マ
ン
、
シ
シ
ト
ウ
に
比
較
す
る

と
反
収
価
格
は
低
い
け
ど
、
労
働
時

間
、
作
付
の
難
易
等
よ
り
す
れ
ば
当

を
得
た
作
物
だ
と
思
い
ま
す
．
．

　
何
ん
で
も
価
格
安
定
の
き
ま
り
の

話
し
も
出
て
い
る
よ
う
で
、
益
々
、
生

産
意
欲
が
高
ま
っ
て
行
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
エ
ン
ド
ウ
も
相
当
に
収
穫
を
あ
げ

て
い
る
様
に
思
え
ま
し
た
．
一

　
エ
ン
ド
ウ
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
溝
口

に
種
子
を
蒔
い
て
お
け
ば
、
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
の
肥
料
で
結
構
よ
く
育
つ
の
で

す
つ
ま
り
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
だ
エ
ン
ド

ウ
だ
小
豆
だ
と
多
角
的
経
営
で
、
現

金
収
入
を
あ
げ
て
い
る
．
．

　
迫
野
内
の
農
家
が
ど
こ
と
な
く
、

が
っ
ち
り
し
て
い
る
様
に
思
え
る
の

も
、
こ
う
し
た
大
が
か
り
で
は
な
い

が
、
多
面
的
農
家
経
営
に
意
を
注
い

で
い
る
影
響
の
】
つ
か
も
知
れ
ま
せ

ん
．
一
ま
た
、
改
良
普
及
所
の
指
導
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
．
．

　
東
郷
町
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
町
民
会
議

　
　
　
　
会
長
　
都
　
甲
　
鶴
　
男

　
箱
詰
め
さ
れ
た
ら
っ
き
ょ
う
は

く
主
に
大
阪
方
面
に
出
荷
さ
れ
る

ri一八堀羅
霞岳、結託釜、

海　
　
　
（
そ
の
二
）

　　

@　

@
　
・
禿

塩
月
儀
0
　

　
私
の
家
か
ら
半
道
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
何
と
か
い
う
草
山
が
あ
る
。

　
其
処
の
頂
上
か
ら
海
が
見
え
た
。

そ
の
上
の
沢
に
非
常
に
沢
山
な
ぐ
み

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
と
り
に
行
っ

て
黒
日
偶
然
に
も
海
を
発
見
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
わ
ざ
／
＼

そ
れ
を
見
る
た
め
に
這
い
登
っ
た
、

　
い
ま
見
れ
ば
小
さ
な
山
だ
が
、
そ

の
頃
の
身
に
は
其
処
に
登
る
と
い
う

こ
と
は
実
に
大
変
な
冒
険
の
思
ひ
が

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
見
た
さ
一
心

　
レ
ひに

挙
ぢ
登
っ
て
、
頂
上
に
切
り
残
さ

れ
て
あ
る
二
三
本
の
松
の
蔭
に
立
っ

て
遥
か
東
の
方
に
雲
が
く
れ
に
見
え

る
細
島
の
海
（
細
島
は
地
名
）
を
眺

め
な
が
ら
、
わ
け
も
な
い
昂
奮
を
子

f
心
に
起
し
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、

常
に
そ
の
上
に
鳴
っ
て
い
た
松
の
風

さ
え
新
た
に
思
い
起
さ
れ
て
来
る
。

　
七
歳
か
八
歳
の
時
で
あ
っ
た
、
母

に
連
れ
ら
れ
て
】
番
上
の
姉
の
行
っ

て
い
る
都
農
町
に
初
め
て
出
か
け
て

行
っ
た
、
七
曲
峠
を
越
ゆ
れ
ば
近
い

の
だ
が
、
子
供
つ
れ
に
は
無
理
で
あ

っ
た
一
．
で
、
私
の
村
か
ら
二
里
ほ
ど

歩
き
、
山
陰
と
い
う
村
か
ら
舟
に
乗

っ
て
耳
川
と
い
う
の
を
三
里
下
れ
ば

美
々
津
と
い
う
小
さ
な
港
に
出
ら
れ

る
。　

都
農
は
其
処
か
ら
海
岸
沿
い
に
三

里
で
あ
っ
た
．
．
胆
を
冷
さ
せ
ら
れ
る

急
濡
が
幾
つ
か
続
い
て
、
漸
く
水
の

流
れ
も
緩
く
、
川
巾
も
広
く
な
っ
た

頃
に
人
家
の
群
が
っ
た
所
が
見
え
出

し
た
。
其
処
が
美
々
津
で
、
船
頭
も

母
も
そ
ろ
／
．
＼
何
か
と
用
意
を
始
め

て
い
た
．
．
舟
は
次
第
に
下
っ
て
、
川

は
愈
々
広
く
な
る
．
一
と
見
る
と
r
度

自
分
等
の
前
方
に
長
い
砂
の
丘
が
横

は
り
、
そ
の
丘
を
越
え
て
向
う
に
を

り
を
り
白
く
煙
り
な
が
ら
打
ち
上
が

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
．
．
何
気
な
く

母
に
聞
く
と
、
其
処
は
も
う
海
で
、

あ
の
白
い
の
は
浪
だ
と
答
え
た
．
．
海

－
浪
－
・
私
は
思
わ
ず
知
ら
ず
舟
の
上

に
立
ち
上
っ
た
．
、

　
舟
が
着
く
か
着
か
ぬ
に
飛
び
上
っ

て
母
の
留
め
る
の
も
き
か
ず
、
そ
の

砂
丘
に
走
っ
て
其
処
に
初
め
て
私
は

広
大
無
辺
の
海
洋
と
相
対
し
た
の
で

あ
っ
た
。
今
ま
で
滝
や
漢
に
の
み
つ

な
が
っ
て
い
た
水
に
対
す
る
私
の
情

は
、
そ
の
時
か
ら
更
に
海
を
加
う
る

事
に
な
っ
て
来
た
。

濡
草
芽

　
濡
草
月
L

地
方
に
あ
る
。

た
初
め
に
或
家
を
頼
っ
て
行
く
、

れ
を
誰
は
誰
の
家
で
濡
草
鮭
を
ぬ

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

を
ぬ
い
だ
群
が
私
の
家
に
は
極
め
て

多
か
っ
た
。

と
い
う
言
葉
が
私
の

他
国
者
が
其
処
に
来

　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
そ
の
濡
草
鮭

・
つこ“、

つ
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〔F

ﾄ
〕
「
．
“
［
∠
ゴ
．
ご
．
メ
．
〕
【
．
」
）
［
．
）
「
メ

…
瘡
暴
説
望
月

＝
　
〕
〔
．
一
〔
．
潟
唱
＝
．
竃
　
　
　
嵐
．
一
「
．
〕
〔
．
｝
【
．
］
〔

⑦
小
児
の
盈
勲

東
郷
病
院

　
　
山
　
元
　
香
代
子

　
小
さ
な
子
供
さ
ん
の
い
る
家
庭
で

は
、
f
供
の
急
な
発
熱
は
と
て
も
あ

わ
て
ま
す
。
ま
す
、
体
温
を
計
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
．
．

　
体
温
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
子
の
ふ
だ
ん
の
体
温
を
知
っ
て

お
ら
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
．

三
八
度
台
の
発
熱
で
も
、
機
嫌
が
よ

く
て
、
食
欲
も
あ
れ
ば
あ
わ
て
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．
あ
わ
て
て
座
薬

を
使
っ
た
り
せ
す
に
、
悪
寒
が
な
け

れ
ば
厚
着
は
さ
け
て
、
湯
ざ
ま
し
、

う
す
め
た
果
汁
な
ど
水
分
を
十
分
に

瓦
！
・
え
イ
、
休
ま
せ
イ
、
く
だ
さ
い
．
．

「

　
頭
を
冷
や
す
の
も
よ
い
の
で
す
が
、

f
供
が
い
や
が
る
よ
う
で
し
た
ら
無

理
じ
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
熱

が
さ
ら
に
上
っ
て
、
ふ
う
ふ
う
い
っ

て
き
つ
が
る
よ
う
な
時
は
熱
さ
ま
し

を
使
わ
れ
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
　
一

歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
座
薬
を
使

っ
て
急
に
熱
が
さ
が
っ
て
シ
ョ
ッ
ク

状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
．
．

　
ま
た
、
熱
さ
ま
し
を
使
っ
て
、
熱

が
さ
が
っ
て
も
、
一
度
、
病
院
で
み

て
も
ら
っ
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

、
つ
．
．

　
熱
さ
ま
し
は
、
あ
く
ま
で
熱
を
さ

げ
る
だ
け
の
も
の
で
、
熱
の
原
因
と

な
る
病
気
ま
で
治
し
て
し
ま
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
．
ま
た
、
熱
の
高

い
低
い
と
病
気
の
重
さ
と
は
関
係
し

ま
せ
ん
．
三
七
度
台
の
微
熱
で
も
重

い
病
気
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、

　
熱
は
、
か
ら
だ
が
病
気
と
戦
っ
て

い
る
結
果
と
し
て
で
る
も
の
で
す
、

で
す
か
ら
、
熱
を
さ
げ
る
こ
と
ば
か

供の普段の

体温を覚えて

　　おきましょう

り
に
気
を
と
ら
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
．
．

そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
症
状
、
特
に
、

元
気
・
機
嫌
・
食
欲
な
ど
の
全
身
の

状
態
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．
、
そ
し

て
、
く
り
返
し
ま
す
が
、
水
分
の
補

給
を
十
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
発
熱

以
外
に
、
嘔
吐
や
下
痢
が
続
い
て
、
水

分
が
十
分
に
と
れ
な
い
時
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
病
院
で
み
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
．
．

　
お
か
あ
さ
ん
方
の
中
に
は
、
子
供

が
熱
を
だ
し
、
す
ぐ
に
病
院
で
診
察

を
う
け
、
熱
の
原
因
は
何
で
す
か
と

せ
か
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
病

気
の
中
に
は
、
診
察
し
て
も
す
ぐ
に

は
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
は
、
熱
と
の
ど
が
赤
い
だ

け
で
か
ぜ
症
状
し
か
な
い
の
に
、
は

派
出
所
だ
よ
り

キ
ー
付
き
は

　
気
を
つ
け
よ
う

し
か
や
川
崎
病
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
．
．
で
す
か
ら
く
す
り
を

の
ま
せ
な
が
ら
、
経
過
を
み
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
ふ
つ
う
の
か
ぜ
で

も
、
二
～
三
日
熱
が
つ
づ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
上
熱
が
つ
づ
い

た
り
、
耳
を
痛
が
り
だ
し
た
り
、
咳

が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
吐
き
始
め
た

り
し
た
ら
、
中
耳
炎
、
肺
炎
や
そ
の

他
の
病
気
を
考
え
て
治
療
し
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
．
、

　
緊
急
に
入
院
を
必
要
と
す
る
子
供
は
別

と
し
て
、
く
す
り
を
の
ま
せ
な
が
ら
、
そ
の

子
の
機
嫌
や
食
欲
、
そ
の
他
の
症
状
に
気
を

つ
け
て
見
守
る
の
は
ご
家
族
の
役
目
で
す
，

そ
し
て
、
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

薬
が
残
っ
て
い
て
も
、
早
め
に
病
院
で

み
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
．
．

三
二
蚤
蚤
釜
釜
一
釜
釜
；
垂
■
下

響論
晒鎖　　　

　
∬

L
　
最
近
、
又
江
野
地
区
で
キ
ー
付
き

の
車
の
中
か
ら
キ
ー
だ
け
抜
き
盗
ら

れ
る
と
い
う
事
案
が
、
数
件
発
生
し

て
お
り
ま
す
、
ち
ょ
っ
と
の
駐
車
で

も
キ
ー
は
抜
い
て
、
車
を
離
れ
る
と

き
は
、
扉
の
ロ
ッ
ク
を
掛
け
る
よ
う

習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
．
．
中
に
は
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
何
十
分
も
駐

車
し
て
い
る
車
を
見
か
け
ま
す
。
も

し
、
盗
難
に
会
い
、
そ
の
車
で
事
故
で

も
起
こ
さ
れ
ま
す
と
、
管
理
責
任
を

問
わ
れ
る
の
で
す
．
．
被
害
を
受
け
る

前
に
充
分
な
管
理
を
お
願
い
致
し
ま

す
。　

や
め
よ
う
〃
”

　
　
　
　
い
た
ず
ら
＝
O
番

　
子
供
に
よ
る
、
い
た
ず
ら
の
一
一

〇
番
通
報
が
、
目
立
っ
て
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
一
一

〇
番
は
、
緊
急
の
も
の
で
、
い
ざ
と

い
う
時
に
一
分
一
秒
を
争
い
、
そ
の

一
分
一
秒
が
事
件
解
決
の
鍵
を
握
っ

て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自
分

達
の
f
供
に
、
い
た
ず
ら
の
一
一
（
．
）

番
は
絶
対
掛
け
な
い
よ
う
よ
く
言
っ

て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
者

　
　
　
　
　
　
を
捜
そ
う

　
警
察
で
は
、
事
情
が
あ
っ
て
家
出

さ
れ
、
長
い
間
行
方
の
わ
か
ら
な
い

人
達
の
所
在
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

不
幸
に
し
て
身
元
の
わ
か
ら
な
い
ま

ま
亡
く
な
ら
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で

無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
達

を
一
人
で
も
多
く
捜
し
出
し
て
、
御

遺
族
の
悲
し
み
を
和
ら
げ
よ
う
と
い

う
こ
と
か
ら
、
「
行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
東
郷
、
坪
谷
駐
在

所
へ
連
絡
く
だ
さ
い
．
．

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
推
進
運
動

　
　
八
月
一
日
～
九
月
一
一
十
日
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團
回

図
、
斗

圃
諒
。

　
　
　
　
　
　
q
　
　
込

牧
水
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
場
の
使
用
は
届
出
を

　
牧
水
公
園
【
坪
谷
〕
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
届
出

が
必
要
で
す

　
届
出
は
、
役
場
建
設
課
墳
び
牧
水

記
念
館
に
使
用
迂
回
が
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
使
用
予
定
日
の
前
日
ま
で

に
↑
置
接
出
向
い
〆
、
↑
何
一
’
．
て
ノ
＼
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
電
話
に
よ
る
届
出
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
．
」
．
事
く
だ
さ
い
、

　
使
用
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

役
場
建
設
課
へ
．

母
子
家
庭
医
療
費

　
受
給
資
格
証
の
更
新

　
母
．
・
r
家
庭
等
で
、
現
在
母
壬
家
庭

医
療
費
受
給
資
格
証
を
持
／
．
て
い
る

方
は
、
八
月
一
日
に
更
新
す
る
よ
う

に
な
つ
ノ
、
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の

持
参
し
て
住
民
課
福
祉
係
ま
で
史
新

ヂ
砒
祝
菜
、
に
お
い
で
く
だ
さ
い

一
　
自
鑑

一、

注
N
保
険
証

　、

�
N
一
月
二
日
以
降
に
転
入
さ

　
　
れ
た
方
は
前
住
所
地
で
の
所
得

　
　
証
凋
酵

※
史
記
続
き
を
さ
れ
三
と
痔
以

降
の
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
必
ず
乎
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．

〈
問
い
合
わ
せ
〉
役
場
住
民
課
福
祉

係
へ

⑪
囲
智
色
個
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
｝
1
1
ト
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
一
－
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
．

▽
日
時
　
8
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
．
、
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
、

▽
日
時
　
8
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
行
政
柑
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深

山
口
俊
一

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
．
小
の
見
方
等
）
、
苫
情
相
談
（
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取｝

�
ｧ
》
法
、
契
約
々
一
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
：
が
相
談

に
応
じ
’
、
い
ま
す
．
．
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
．

▽
日
時
　
8
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

戦
没
者
の
遺
族

戦
傷
病
者
・
旧
軍
人

　
　
等
の
皆
さ
ん
へ

　
恩
給
、
扶
助
料
、
年
金
、
特
別
弔

慰
金
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
等
に
つ
い
て
の
移
動
相
談

が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

相
談
の
あ
る
方
は
最
寄
り
の
会
場
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
．
．

0
8
月
2
0
日
　
1
0
時
～
1
5
時
ま
で

　
日
向
市
役
所
．
．
階
第
．
一
、
三
委
員
会

D
室

0
8
月
2
1
日
　
1
0
時
～
1
5
時
ま
で

　
諸
塚
村
中
央
公
民
館

※
詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係
へ

。善

灯意・

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．

　
厚
く
お
礼
申
し
ト
げ
ま
す
．

◎
坪
谷
の
海
野
管
也
さ
ん
か
ら

　
（
ア
キ
ノ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
高
野
専
市
さ
ん
か
ら

　
（
タ
ケ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
羽
坂
の
藤
井
瑞
穂
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
ル
さ
ん
・
8
8
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
海
野
洋
文
さ
ん
か
ら

　
（
春
了
r
さ
ん
・
5
6
歳
ご
死
去
）

蟄
欝沸
㌻ミΨ

月
届

出融
分

　　魯砂魯“・

　　命　　 毒

　　毒　．轡
　」L　壱　　宰
ノ＼　軸　　魯

　　砂，．幽
　　磯　r　中

　　爵　　 融

一二
　　牽牽毎命

出
生
　
お
め
で
と
う

塩
月

黒黒椰佐．近．栂赤

ﾏ部灘口
縁
ｲ

麻
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幸
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贈∵皐驚i長
住
　
所

北
郷
町

迫
野
内

仲
　
深

熊
本
市

仲
　
深

椎
葉
村

鶴
野
内

迫
野
内

福
　
瀬

日
向
市

黒鉱黒i

　　並木
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具
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を

祈
り

ま

す
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